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発生状況概要図

（東新潟火力Ｂ線１号　№３９～№４０　２番線）

ショート発生原因 ２７万５千ボルト送電線のショート発生個所

　気温･風向･風速･雪の各
要素がある一定条件を満足
した時、電線に雪が羽根状
に付着し、揚力が発生

　電線の振動と相まって大
きな振動へ発達し、電線同
士が接触や接近

電線のほころび6本

ショートが発生

越後開閉所

北新潟変電所

東新潟火力
発電所

北

東新潟火力Ｂ線

北新幹線

強
風

強
風

強
風

強
風

強
風

朝の西南西の風
昼の西北西の風

No.19

No.28

No.25

No.40

No.70

No.43

No.20

No.16

No.39

No.60

ギャロッピング現象によるショートの発生状況ギャロッピング現象によるショートの発生状況


